
プログラム

一
12:30～ 螂

13:10-13:30
…

(賛同地方議会議員から)

13:30-14:30
「社会保障と地方自治体の役割」
聰講師 :浅野史郎氏 (神奈川大学教授)

鋼

14:30-15:00 議||‐

=|||1議

15:10～ 16:10 識
「年金改革の方向」

隋講師 :江□隆裕氏 (神奈川大学教授)

16:10´-16:30 議

16:30-17:00 ‐議 13‐

「地域の時代の医療とは ?」

鰊講師 :谷野浩太郎 (∽社会保険研究所取締役/『社会保険旬報』編集長)

17:00-19:00 囀

10:00- 受1付

10:30´-11 :30 対談‐1

「地域包括ケアつて何 ?」

隋講師 :宮島俊彦氏 (前厚生労働省老健局長)VS
筒丼孝子氏 (保健医療科学院主任研究宮)

11 :30-12:00 1討■議

12:00´ヽ13100 償 鋤

13:00-14:00 講演 1

「認知症ケアの現場から」
瘍講師 :西村美智代氏 (社会福祉法人サン理事長)

14:10～ 15:10 夷嬌炎2
「介護事業の現状と問題点J

颯講師 :石川治江氏 ((社福)にんじんの会理事長)VS
原 勝則氏 (厚生労働省老健局長)

15:10-16:40 討■議

16:40-17:10 議 2
「介護保険の現場から」
鸞講師 :青山淳― (い社会保険研究所部長/『介護保険情報』編集長)

10:00- 受■付

10:30-11 :30 請演‐1
「医療と介護の一体改革の方向性」
晰講師 :堤 修三氏 (前大阪大学教授)

11 :30-12:00 討 ■議

12:00-13:00 (昼食)

13:00-14:00 謙醐寅2
「生活保護をどう変えていく」
鸞講師 :古都賢―氏 (厚生労働省社会援護局総務課長)

14:00-14:30 討■議

14:40-15:40
「障害者政策と就労支援」
隋講師 :厚生労働省障害福祉部担当者

‐
識 3

15:40´ヽ16:10 討 |‐ 1議

「年金制度を考える」
晰講師 :阿部正大 (l■l社会保険研究所執行役員/「年金時代」編集長)

16:20-16:50 謙覇封4

※講師・テーマは予定です。予告なく変更されることもありますので予めご了承ください。
※昼食は各自でお取りください。



屁 未来の地域福祉実現のために靡

少子高齢化が進行するわが国において、地方を活性化させることなくして政治も経済も立ち行かな

くなることは明白です。地方を活性化させるためには第一に、住民にも関心が高く、地域に雇用を生

み出し、地域経済を活性化させる社会保障の充実を挙げなければなりません。

そこで私どもは、地方議員の方々がイデオロギーや政党政派を超えて社会保障を学び、議論する場

が必要と考え、地方から考える「社会保障フォーラム」を立ち上げることといたしました。  .
設立セミナーでは、医療、年金、介護を取り巻く状況や課題、今後の動向や最新情報などについて、各

分野の専門家によるお話しとともに講師を交えたディスカッションの場を設けております。

中央の抽象的、理念的な議論だけでなく、地方からの具体的で切実な声を社会保障の施策に反映さ

せていこうではありませんか ! ぜひ、ともに取り組んで行きましょう。

皆さまのご参加を心よりお待ちしております。

山下昌―朗 (神奈川県議会議員 )、 戸倉多香子 (山□県議会議員)、 山内末子 (沖縄県議会議員)長南幸子 (北見

市議会議員)、 佐藤正昭 (仙台市議会議員)、 前田邦博 (文京区議会議員)、 田中けん (江戸川区議会議員)、 斉藤康夫

(小金丼市議会議員)、 朝木直子 (東村山市議会議員)、 矢野穂積 (同 )、 小田貴久 0日模原市議会議員)、 鈴木秀成
(同 )、 三井田孝欧 (柏崎市議会議員)、 野々部尚昭 (稲沢市議会議員)、 山本清司確[坊市議会議員)、 宮城浩 (沖縄
市議会議員)、 江利川毅 (厚生労働事務次官、人事院総裁を経て、医療科学研究所理事長)、 堤修三 (社会保険庁
長宮を経て、前大阪大学教授)、 宮島俊彦 (厚生労働省老健局長を経て、三井住友海上顧間)、 山路憲夫 (毎日新聞
論説委員を経て、白梅大学教授)、 竹下隆夫 (0シルバーサービス振興会参与を経て、結核予防会理事)、 江□隆
裕 (厚生省老人保健福祉局老人福祉振興課長、筑波大学大学院教授を経て、神奈川大学教授)、 浅野史郎 (厚生省
社会局生活課長、宮城県all事、慶應義塾大学教授を経て、神奈川大学教授)、 石川治江 ((社福)に んじんの会理事
長)、 山崎泰彦 (上智大学教授を経て、神奈川県立福祉大学名誉教授)、 京極高宣 (日本社会事業大学学長、国立社
会保障 。人□問題研究所長を経て、浴風会理事長)、 島崎謙治 (政策研究大学院大学教授)(平成25年 6月 10日現在)

は 主 催 :地方から考える「社会保障フォーラム」事務局

〒101-0047 東京都千代田区内神田2-5-3 児谷ビル3F社保研ティラーレ内
丁EL&FAX 03-3253-0570

カ :い社会保険研究所/年友企画l■1/1al社会保険出版社蘊 協

日 時 平成25年8月 1日 (木)～ 3日 (土 )

参加費

各 日 10,000円  (初日のみ7,000円 )

3日間 25,000円
※含資料代および関連書籍代、消費税

lal社会保険研究所

〒101-8522東京都千代田区内神田2-4-6
WTC内神田ビル7階 (神田駅西□下車徒歩5分 )

i器題跳サず

会 場



艤浅野史郎氏

(神奈川大学教授)

1970年東京大学法学部卒、同年厚生省入省。1985年に

北海道庁福祉課長、厚生省児童家庭局障害福祉課長、社会

局生活課長。93年に厚生省を退宮して宮城県All事選に当

選。3期 12年にわたって同県all事を務めた。2006年に慶

應義塾大学教授、2013年 4月 より現職。

①江□隆裕氏

(神奈川大学教授)

19フア年北海道大学法学部卒、同年厚生省入省。石川県総

務部地方課長などを経て1991年に北海道大学法学部助教

授。1993年に厚生省保険局企画宮、厚生省高齢者介護対

策本部事務局次長、大臣宮房政策課調査室長、老人保健福

祉局老人福祉振興課長を歴任し、2002年に筑波大学大学

院ビジネス科学研究科教授、2013年より現職。

◇宮島俊彦氏

(前厚生労働省老健局長)

1977年東京大学教養学部卒、同年厚生省入省。生活衛生

局指導課長、大臣宮房組織再編準備室長を経て、2001年
に厚生労働省保険局国民健康保険課長、大臣宮房人事課

長、会計課長を経て2005年に医療保険担当審議宮。2008
年から老健局長を務め2012年に退富。著書に『地域包括

ケアの展望』 (社会保険研究所)。

鬱筒丼孝子氏
(保健医療科学院統括研究官)

1988年筑波大学大学院修了、94年 から旧厚生省国立医

療・病院管理研究所医療経済研究部に勤務。97年から旧

厚生省国立公衆衛生院公衆衛生行政学部を併任。両研究

所の合併に伴い、2000年に厚生労働省国立保健医療科学

院福祉サービス部室長。現在、統括研究宮 (福祉サービス

研究分野)。 著書に『高齢社会のケアサイエンス』 (中央

法規)など。

機西村美智代氏

(社会福祉法人サン理事長/NPO法人「生活介護
ネットワーク」代表)

1967年明治薬科大学卒業後、都立駒込病院、都立府中病院

にて薬斉]師として勤務。その後、医療器メーカーで管理薬

斉]師、企画部長として勤務し介護用品を開発。91年に「生

活介護ネットワーク」を設立し、代表となる。95年 にさ

いたま市でデイサービス「陽だまりの家」を開所。2000
年に新宿区に社会福祉法人サンを設立、理事長に就任す

る。

機石川治江氏
((社福)に んじんの会理事長)

外資系企業に秘書として勤務後、居酒屋経営などを経て、

障害を持つ人たちと立川駅にエレベーターを設置する運

動に取り組む。在宅ケアの仕組みをつくろうとケアセン

ター「やわらぎ」を立ち上げ、その後、社会福祉法人「に

んじんの会」を設立、特養、老健、グループホームなど在宅

から施設まで幅広く経営。立教大学大学院特任教授。

け原 勝則氏
(厚生労働省老健局長)

1979年早稲田大学政治経済学部卒、同年厚生省入省。静

岡県民生部障害福祉課長などを経て1996年に厚生省保険

局医療課保険医療企画調査室長、2000年に健康政策局経

済課長、2002年に保険局国民健康保険課長、2006年に

内閣宮房内閣審議宮、2010年に内閣宮房内閣総務宮室内

閣総務富、2012年より現職。

◎堤 修三氏

(前大阪大学教授)

1971年東京大学法学部卒、同年厚生省入省。保険局保険

課長、薬務局経済課長、老人保健福祉局企画課長、大臣宮房

会計課長、大臣宮房審議宮 (介護保険制度実施推進本部

事務局長)な どを務め、2001年に厚生労働省老健局長、

2002年に社会保険庁長宮。2003年に退宮し、2013年
まで大阪大学教授。著書に『社会保障改革の立法政策的

批判』 (社会保険研究所)など。

鰊古都賢―氏

(厚生労働省社会援護局総務課長)

1983年東京大学法学部卒、同年厚生省入省。1999年 に

社会・援護局施設人材課福祉人材確保対策宮、2000年に

名古屋大学法学部助教授、2002年に厚生労働省健康局自

立病院部経営指導課施設整備管理室長などを経て、2004
年に独立行政法人国立病院機構本部財務部長、2005年に

老健局振興課長、2009年に年金局総務課長、2011年よ

り現職。

艤谷野浩太郎 (『社会保険旬報』編集長)

J984年一橋大学卒、2009年より『社会保険旬報』編集長。

機青山淳― (『介護保険情報』編集長)

1984年茨城大学卒、2009年より『介護保険情報』編集長。

鶴阿部正大 (『年金日寺代』編集長)

1981年早稲田大学卒、2003年より『年金時代』編集長。



〔」R神田駅からの行き方〕

神田駅西□を出てすぐの「西□商

店街」を200mほど直進し、「パチ

ンコみとや」がある小さな十字路

を左折、150mほ ど行つた左側の

8階建てのビルです。

く「西□商店街」入り□

〈会場〉
東京都千代田区内神田2-4-6 NA/TC内神田ビル

い社会保険研究所7階

TEL:03-3252-7901(代 )FAX:03-3252-7971
〈交通手段〉
」 R 線 :神 田駅西□ 徒歩5分

銀 座 線 :神 田駅 徒歩6分

丸の内線 :大手町A2出 □ 徒歩5分

社 鮎 F… …
施 認

^

■・■キート

医療にかかわるすべての

情報を提供

『社会保険旬報』

年金制度をわかりやすく

コンパク トに解説

『月刊 舞項副時

`t』

介護保険に関する情報を

いち早く総合的に提供

『月刊 介護保険情報 』

畿漑漱 ti 霊輌鳳鷺管Ⅲ I

地方から考える「社会保障フォーラム」設立セミナー

参 加 申 込 書

※ご記入いただいた個人情報は、フォーラムにご参力]いただく皆さまへのご案内・1青報提供の目的に使用させていただきます。管理にあたつては、

必要かつ適切な安全管理措置を講じ、漏えい、紛失、毀損または不正はアクセス等の防止に努めます。

お名前

ふりがな 所属議会

ご住所

〒□□□―□□□□ 電  話

Eメ ールアドレス

参カロ日

該当欄に○をつけてください。

8月 1日 lk1   8月 2日0   8月 3日ω   全日程参カロ
各日10,000円 (初日のみ7,000円 )、 3日間 (全日程)25,000円

FAX>03-3253-0570ま たは

Eメ…ル>tirare@abelia.ocn.ne.jpでお申し込みください。
。お申し込みいただいた方には、後日、事

務局からメールをお送りいたします。

・ 事務局からメールが届きましたら、右記

の□座へ参力□費をお振り込みください。

【振 込 先】三菱東京∪F」銀行 神保町支店

【振込□座名】社会保障フォーラム代表 佐藤聖子

(シャカイホショウフォーラムダイヒョウ サトウサトコ)

【□座 番 号】(普)0506395

TEL>03-3253-0570ご 不明な点は、左記までお問い合わせください。


